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• 所属︓早稲⽥⼤学 量⼦⼒学基礎論研究室 博⼠3年

⾃⼰紹介・研究内容

• 研究内容︓
時間依存量⼦系の解析と量⼦コンピュータへの応⽤

Ø シュレディンガー⽅程式（量⼦系の従う⽅程式）

最も単純な１量⼦ビット系でも，⼀般に解は知られていない
→ 解析的な近似解の構築が必要

• 量⼦ビット系の制御
• 量⼦計算への応⽤

Ø 時間依存多準位系におけるダイナミクスの近似



NQC参加経緯とその後



NQC参加経緯

量⼦コンピュータ

量⼦通信

• 2020 
• NICT Quantum Camp (体験型)

• 2021 
• NICTインターン
• 論⽂出版

• 2022 
• イタリア留学（Palermo University）

量⼦通信・計算において
どのような制御が必要とされているのか︖



NQC修了後の活動

• NICTインターン
Ø 古典通信×量⼦技術のサーベイ
Ø 物理レイヤ暗号の理論
Ø 衛星量⼦暗号に向けた実験⾒学

• 2020 
• NICT Quantum Camp (体験型)

• 2021 
• NICTインターン
• 論⽂出版

• 2022 
• イタリア留学（Palermo University）

例）
古典通信︓ネットワークスケジューリング問題
量⼦技術︓量⼦アニーリング



NQC修了後の活動

• 2020 
• NICT Quantum Camp (体験型)

• 2021 
• NICTインターン
• 論⽂出版

• 2022 
• イタリア留学（Palermo University）



まとめ

• 2020 
• NICT Quantum Camp (体験型)

• 2021 
• NICTインターン
• 論⽂出版

• 2022 
• イタリア留学（Palermo University）

⼤学院での研究

NICTで学んだこと


